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●立山博物館

●富山地方鉄道「立山駅」から徒歩1分
●北陸自動車道「立山インター」から車で約40分

立山カルデラ
砂防博物館

富山駅
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Tateyama Caldera Sabo Museum
2026 EVENT GUIDE

〒９３０-１４０5 富山県中新川郡立山町芦峅寺字ブナ坂68
TEL.076-481-1160   FAX.076-482-9100

富山県 立山カルデラ砂防博物館
山と川と人のミュージアム
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開館時間
9：30～17：００（入館は16：30まで）

（GWは8：30開館、夏休み期間、秋の連休は9：00開館、12～2月は16：00閉館）

休館日
月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日（土・日曜日の場合は開館）
年末年始（12/28～1/4）、詳しくはカレンダーをご参照ください。

※大学生、高校生以下の児童・生徒、70歳以上の方、障害者等の観覧料は無料です。
※学校教育、社会教育で利用する児童・生徒の引率者の観覧料は申請により無料とな
　ります。申請書は、博物館ホームページよりダウンロードできます。
※「立山博物館共通割引券」とは、立山博物館（展示館・遙望館・まんだら遊苑）と
　立山カルデラ砂防博物館でご利用いただける共通券です。

観覧料
団体（20人以上)個　人 立山博物館共通割引券
400円500円一　般 1,160円

ホームページ  https://www.tatecal.or.jp/tatecal/index.html

（有料展示ゾーン）

一般会員
学生会員
賛助会員

2,000円
1,000円
10,000円

「博物館友の会」
会員募集のお知らせ

会員の特典

年会費

●会員ご本人と同伴者1名の観覧料が
　無料になります。
●会員限定のイベントに参加できます。
●博物館だよりや行事案内をお届けします。

その他詳細は、博物館までお問い合わせください。

①「立山カルデラ 大地のドラマ」…約20分
②「崩れ」…約20分
③「タイムトラベル 常願寺川
　　～川が語りかけるもの～」…約20分
上映開始時刻
10：00｜10：30｜11：00｜11：30｜12：00
13：00｜13：30｜14：00｜14：30｜15：00
15：30｜16：00

大型映像上映プログラム

※上映スケジュールの詳細は
　お問い合わせください

※令和８年７月改定
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春分の日 振替休日

★対象：小学3年生以上　★参加費あり※
★お申し込み・お問合わせ：（一社）地域・観光マネジメント
　TEL 076-471-6103 （10：00～18：00）

8：30開館 ※映像は9：00から
9：00開館 ※映像は9：30から
16：00閉館
休館日

春の立山・雪の大谷
「雪の壁」を実際に訪れ、世界有数の雪の量を体感しそこに秘められた情報を探ります。

■2026年 5月6日（水・振替休日）  ●定員：40名

■2026年 6月7日（日）■2026年 6月7日（日）弥陀ヶ原台地と称名滝展望
立山の火山と常願寺川が10万年かけて創造した景観の謎について紐解きます。

●定員：20名

■2026年 8月22日（土）■2026年 8月22日（土）立山の氷河眺望
雄山への登山道をたどりながら、氷河遺跡をめぐり日本で初めて発見された氷河を眺望します。

●定員：20名

■2026年 9月6日（日）■2026年 9月6日（日）室堂山とカルデラ展望
室堂山への登山道をたどりながら、立山の生い立ちや大地の変遷について観察します。

●定員：20名

■2026年  9月27日（日）■2026年  9月27日（日）秋深まる天狗平・弥陀ヶ原
秋の高原を散策し、標高や地形、気候の違いが生み出す植物のくらしを観察します。

●定員：20名

■2026年 10月17日（土）■2026年 10月17日（土）有峰の断層と大地のかたちを探る
有峰湖周辺の森を散策しながら地形と地質を観察し、その地史の一端に触れてみましょう。

●定員：20名

■2027年 1月30日（土）■2027年 1月30日（土）立山の雪を体験しよう
雪結晶づくり・積雪観察・スノーシューハイク等々、まるまる一日「雪」を堪能します。

●定員：20名

一日たっぷり　ジオツアーを楽しもう！

立山黒部ジオパーク協会 共催

2026年 開館カレンダー
CALENDAR

フィールドウォッチング

2026年 イベント
EVENT

「素晴らしい自然を」
日頃から自然に接している人びとが感じた自然の素晴らしさや
大切さを表現した写真を展示します。

「素晴らしい自然を」
日頃から自然に接している人びとが感じた自然の素晴らしさや
大切さを表現した写真を展示します。

「昭和新山の物語 ー三松正夫から三松三朗へー」
全国火山系博物館連携協議会の生みの親で住民と学者、行政を横断的に結び付け、火山との共生
に努めた三松正夫記念館館長、三松三朗氏の功績を偲びます。

「昭和新山の物語 ー三松正夫から三松三朗へー」
全国火山系博物館連携協議会の生みの親で住民と学者、行政を横断的に結び付け、火山との共生
に努めた三松正夫記念館館長、三松三朗氏の功績を偲びます。

「レンズが見た立山・立山カルデラ   ― 大地と人の記憶 ―」  
立山や立山カルデラ、常願寺川の大地や人の営みをテーマにした作品を紹介します。

「レンズが見た立山・立山カルデラ   ― 大地と人の記憶 ―」  
立山や立山カルデラ、常願寺川の大地や人の営みをテーマにした作品を紹介します。

2027年 2月27日（土）～4月4日（日）公募写真展

「雪の壁のひみつ」
春の立山の風物詩「雪の大谷・雪の壁」に隠された秘密を紹介します。

「雪の壁のひみつ」
春の立山の風物詩「雪の大谷・雪の壁」に隠された秘密を紹介します。

「防災グッズとハザードマップ」
土砂災害防止月間にあわせて防災グッズや富山県内のハザードマップを展示し、
自然災害に対する備えを再確認します。

「防災グッズとハザードマップ」
土砂災害防止月間にあわせて防災グッズや富山県内のハザードマップを展示し、
自然災害に対する備えを再確認します。

 　「立山カルデラの砂防」
常願寺川は「日本一の暴れ川」と呼ばれ、立山カルデラから流出する土砂が原因
で洪水を繰り返してきました。人々の命と生活を守るため、明治39年には立山
カルデラで砂防工事がはじまり今年で120年を迎えます。本展示では立山カル
デラで行われてきた砂防事業について、その歴史を振り返る機会とします。

 　「立山カルデラの砂防」
常願寺川は「日本一の暴れ川」と呼ばれ、立山カルデラから流出する土砂が原因
で洪水を繰り返してきました。人々の命と生活を守るため、明治39年には立山
カルデラで砂防工事がはじまり今年で120年を迎えます。本展示では立山カル
デラで行われてきた砂防事業について、その歴史を振り返る機会とします。

2026年 7月18日（土）～10月4日（日）企画展

「ライチョウ ー天空の鳥ー」
富山雷鳥研究会が長年調査で撮影してきた生態写真40点に加え、標本や実際に
使用された調査道具を紹介します。

「立山から南極へ ー南極観測70年の始まりと今ー」
地球環境の過去を紐解き、現在を見つめ、未来を予測する覗き窓、南極。70年前、その窓に迫ろ
うと５人の立山ガイドが第一次南極地域観測隊員として尽力しま
した。彼らがこじ開けた窓は、いま何を捉えているのか。一次隊
の貴重な資料とともに最新の極地研究の一端を紹介します。

「立山から南極へ ー南極観測70年の始まりと今ー」
地球環境の過去を紐解き、現在を見つめ、未来を予測する覗き窓、南極。70年前、その窓に迫ろ
うと５人の立山ガイドが第一次南極地域観測隊員として尽力しま
した。彼らがこじ開けた窓は、いま何を捉えているのか。一次隊
の貴重な資料とともに最新の極地研究の一端を紹介します。

2026年 7月25日（土）・26日（日）
サイエンスショー2026

Photo by 佐伯  実

日頃接することが少ない自然
現象について、実験を通して
理解を深めます。

2026年 4月25日（土）
南極・昭和基地ライブトーク！

越冬中の観測隊員が仕事や過ご
し方について紹介し会場からの
質問に答えます。

詳しくは博物館ホームページ
または「応募のてびき」をご覧ください。 7月～10月

2027年 1月9日（土）～2月7日（日）写真展

2026年 4月15日（水）～6月28日（日）特別展

2026年 4月15日（水）～5月31日（日）特別展

2026年 6月13日（土）～7月12日（日）土砂災害防止月間特別展

2027年 2月13日（土）～4月4日（日）火山博巡回展

2026年 10月10日（土）～12月13日（日）特別展 ※参加費・旅行条件等は、上記連絡先にお問い合わせください。
※小・中学生は保護者同伴。
※当日の天気や交通状況等により、行程が一部変更または中止となる場合がございます。
富山県知事旅行業第3種3号 / 国内旅行業務取扱管理者 塚本昌紀

立山カルデラ砂防体験学習会


